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日　　　附 ス　クー　リ　ン　グ TV大学講座 通信高校講座
月 日 曜 科　　　目 講　　師 文学と社会 古典1乙
備　　　　　考
4 4 月 （1）万　葉集 渡部　和雄 入門講座 （長崎大学教授）
5 火
8 金 文学と社会への視点 （前田）
12 火 宇治拾遺物語 絵仏師良秀
15 金’ いれものとしての文学 （佐藤）
18 月 （2）万　葉集 渡部和雄

























6 3 金 大衆文化と文学
@　　　（佐藤）
社会的需要としての文学





14 火 伊勢物語 都　　　鳥
17 金 大衆文化と文学
@　　　（佐藤） 社会教育としての文学
20 月 （6）蜻蛉日記 太田　博子




28 火 伊勢物語 筒　井　筒
7 1 金 大衆文化と文学
@　　　（佐藤） 学歴と文学
4 月 （7）蜻蛉日記 太田　博子
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日　　　附 ス　ク　一　リ　ン　グ TV大学講座 通信高校講座
月 日 曜 科　　　目 講　　師 文学と　社会 古典1乙
備　　　　　考
5 火 古今和歌集
8 金 文学の大衆性（尾崎） 文学の大衆性（1）
12 火 古今和歌集
15 金 文学の大衆性（尾崎） ～その普及と伝承
18 月 （8）蜻蛉日記 太田　博子
19 火 大　　　鏡 花山天皇の御出家
22 金 文学の大衆性（尾崎） 文学とマス・メディア
26 火
29 金 文学の大衆性（尾崎） 円本ブームと出版の近代化
8 ユ 月 （9）今昔物語 森永　種夫 （寸心大教授）
2 火 （再放送） 夏季講座
5 金 文学と大衆性（尾崎） 「キング」の創刊と
9 火 （再放送）
12 金 文学と大衆性（尾崎） さし絵の効用
15 月 （10）今昔物語 森永　種夫
16 火 （再放送）
19 金 文学と大衆性（尾崎） 作者・編集者
23 火 枕　草　子 正月一日はにくいもの
26 金 近代文学と生活空間
@　　　　　（多田） 生活空問としての「門」
30 火 枕　草　子 中納言参りたまいて
9 2 金 近代文挙と生活空間
@　　　　　（多田） 場としての食卓
5 月 （11）今昔物語 森永　種夫
6 火 枕　草　子 九月ばかり
9 金 近代文学と生活空間
@　　　　　（多田） 生活空間としての応接間
13 火 源氏物語 若　　　紫
16 金 近代文学と生活空間
@　　　　　（多田） 生活空間としての盛り場
19 月 （12）今昔物語 森永　種夫
20 火 源氏物語 若　　　紫
23 金 む　す　び　（前田） 文学と現代的状況
27 火 源氏物語 若　　　紫
30 金 む　す　び　（前田） 「文学と社会」のかかわり
10 3 月 （13）伊勢物語 山口　康子 （長崎大取教授）
4 火 源氏物語 若　　　紫
11 火 方　丈　記 ゆく川の流れ
17 月 （14）伊勢物語 山口　康子
18 火 方　丈　記 日野山の
25 火 徒　然　：草 つれつれならまいこ
11 1 火 徒　然　草 花は盛りに
7 月 （15）伊勢物語 山口　康子
8 火 徒　然　草 能をつかんとする人
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日　　　附 ス　ク　一　リ　ン　グ TV大学講座 通信高校講座
月 日 曜 科　　　目 講　　師 文学と　社会 古典1乙
備　　　　　考
15 火 新古今和歌集
21 月 （16）伊勢物語 山口　康子
22 火 新古今和歌集
29 火 平家物語 壇　の　浦
12 5 月 （17）芭　蕪　集 中西　　啓 （日本医学史挙会員）
6 火 平家物語 壇　の　浦
13 火 能 隅　田　川
19 月 （18）芭　蕉　集 中西　　啓
20 火 能 隅　田　川
1 9 月 （19）芭　蕪　集 中西　　啓 （尚瀦趨室第4）
10 火 奥の細道 漂泊の思い
17 火 奥の細道 平　　　泉
23 月 （20）芭　蕪　集 中西　　啓
24 火 奥の細道 平　　　泉
31 火 西　　　鶴 世間胸算用
2 6 月 （21）近松と西鶴 西島　　宏 （長崎大教授）
7 火 西　　　鶴 世間胸算用
14 火 （22）近松と西鶴 西島　　宏 西　　　鶴 平太郎殿
20 月
2ユ 火 西　　　鶴 平太郎殿
28 火 （再放送）
3 6 月 　　　輔i23）近松と西鶴 西島　　宏
7 火 （再放送）




〔計24回〕 〔計26回〕 〔計49回〕 〔総計99回〕
年間の行事予定
◎月光の里（2泊3日）実地研修　9月頃
　　　正法二二（道元）の集中講義（講師　小松昌幸氏）
　　　その他作陶・染色・竹細工等実習家族同伴可
◎京都、奈良への研修旅行（2泊3日）8月頃
　　　　ミ古典のふるさとを尋ねてミ引台者渡部和雄
◎友愛セール
　　　各家庭に眠っている物を役立てよう
◎年末の懇親会・新年の新年会
◎会報「ながさき」年2回～3回発行
年間会費8，000円（分割払半年4，000円）その他、教科書代が入ります
この会は、会長、運営委員長以下十数名の運営委員によって運営される自主運営の学習グループです
責任者　会長　池田和子　TEL56－1434　　運営委員長　藤田富子　TEL26－5772
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1．来年度の学習テーマの決定
　これは来年度NHKにおいて開講が予定されている大学講座6講座の中から1つを選
択する作業である。次に，その講座に対応するスクーリングのテーマを決定する。テレ
ビ番組のテーマとスクーリングのテーマは出来る限り同一のものを選ぶべきであるが場
合によっては，全く対立した学習内容をスクーリングのテーマに選んだこともある。そ
れは昭和48年後期のテレビ学習テーマ「自然科学」に対し，スクーリングでは「自然科
学」と「宗教」の講義を交互に学習するといった方法を取り好評を得た。又52年度の前
期はテレビの学習テーマは「文学と社会」を取ったが，スクーリングでは「万葉集，か
げろう日記，今昔物語，伊勢物語，おくの細道」と，古典の読みもみを夫々2～3回ず
つ行った。続いて同年後期には，今度はスクーリングのテーマに合せて此の期に限り，
テレビ学習を大学講座でなく，高校講座古典乙1で行うことにした。この年は，テレビ
学習とスクーリングだけではなく，研修旅行も筑紫万葉の旅や，佐賀史跡めぐり等を行
い，多数の専門家を講師に招いて素晴しい学習の雰囲気を作り上げていったのである。
（第3表参照）
2．計画表の作成
　セミナー全体会で来年度の学習計画が決定され，第3表で示すような計画表を作成す
る。この表でみられるように，
α）スクーリングの開講日，時刻，各講義毎のテーマ，講師名
（ロ）テレビ大学講座（又は高校講摩）のテーマ，放映曜日，時刻（再放送共）各曜日別
　講義テーマ，講師名
の　その他の年間行事予定，例えば実地見学，研修旅行，会報の編集，友愛セール，懇
　親会，新年宴会等がある。
　学習会の魅力は何といってもプログラムの内容で，それは，受講者のニードに一致し
ているということであるが，受講者といっても，年令，性別，学歴差によってそのニー
ドは様々であろうが，　「セミナー」の場合はこの予定表を計画する運営委員のニードが
基本になっている。運営委員の人達は，「セミナー」に所属して期間も比較的に長いし，
教養も学歴も高い人達が多いので，放送学習番組に対する学問的レベルの要求度も非常
に高くなりがちである。あるスクーリング講師の講義に対して運営委員の人達の要求は
「大学のレベルではなくて大学院のレベルでお願いしたい。」と言われたのを記憶して
いるがそれは委員にとっては当然のことであろうが，最近参加してこられる人々にとっ
ては少し高すぎるのではないかという危惧が，毎回計画表が出来上る段階で感じられる
のであるが，結果的には高度であるという事が，この学習会の性格であるとして受入れ
られ，むしろそれだからということで入会する会員が多いことが分ってきた。それは，
教育委員会や公民館主催の学習会が等しく一般的なレベルを狙っていることにあき足ら
なく思った人達が集る格好の学習会であったわけである。
3。プログラムの面でのリーダーの役割
　いうまでもなく運営委員長（リーダー）はプログラム作成の中心的役割を果さなけれ
ばならないのであるが，それは決して自分の案を押しつけたりするものではない。「セ
ミナー」では，委員長をはじめとする数名の運営委員によって原案の作成が行われる。
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この場合に必要なこととして
（イ）会員に共通した興味は何かということを知らねばならない。
（ロ）それが分ったら，それをプログラムにどう盛り込むかについての必要な資料と関係
　者に当ることが必要である。
の　そしてこの場合最も重要なスクーリングティーチャーの選択が行われるのである。
　これらはリーダーのみでなくプログラム作成に当った運営委員全員が心掛ねばならぬ
ことであるが特にリーダーにおいてはこの点についての深い洞察がなければ，毎年の学
習を継続して行うことは困難であろう。この点「セミナー」のリーダー達は申し分のな
いリーダーシップを発揮して今日に至っている。その上，グループ内での親和を深める
ためには，しばしば“食事を共にする”ことを行っている。学習会が終ったあと食事に
さそったり，喫茶店で駄べったりすることは，お互の親和を深めるために大切な役目を
果している。これは，リーダーとメンバーの段差をちぢめるだけでなく同時に，講師と
グループメンバーとの親和を深めるためにも，この様な会合は必ず講師を誘うことを心
掛けている。
4．スクーリングの内容とその実行
　学習会「ながさき放送セミナー」の内容は，週一回セミナーで指定した放送番組の視
聴と，月に約2回のスクーリングの集団学習が基本となっている。放送番組の視聴をス
クーリングで行うやり方もあるが，この方法だと，スクーリング講師との接触の場面が
少くなるので，この「セミナー」では，家庭視聴を原則としている。この場合は先述し
たように，スクーリング講師の講義内容と，放送内容と完全に一致させるということは
むつかしい。つまり，スクーリング講師は放送教師の内容を悉得していなけれぽならな
いという前提がでてくるからである。そのため講師の人選がむずかしくなってくるので
ある。しかし，現在では，スクーリング講師の役目は放送学習の内容の周辺を豊かにす
る役目の方を重視し，必ずしも放送学習の「おさらい」の役目とは考えないことにして
いる。
　スクーリングの時間割は次の通りである。
①委員長の挨拶に始まる学習への動機付け（5分）。②視聴した放送内容概要の報告一
一席順に発表当番を課している。　（15分）。③講義（100分），④討議，討論（20分），
質疑応答（20分），⑥評価（10分），⑦連絡事務（10分）⑧レクレーショソ一一：お別れの
歌一一（5分），解散
①　最初の委員長のグループメソパーに対する動機付は，委員長の指導能力の有無を評
　価さるべき場面である。講師の紹介に始り，今週の放送学習の要点などについても，
　ちゃんとまとめておく必要がある，そしてその中で特に興味あること等を抜粋して問
　題提起などしておけば，その後のメソ・ミーのテレビ視聴の報告にも，討議の時間への
　問題提供にもなり，運営委員長の運営指導のたくみさを示すところであろう。
②視聴当番による放送学習の報告であるが，これは名簿の1頂にテレビ学習の要約をみ
　んなの前で発表することである。視聴学習30分の内容を10分乃至15分の時間内で要約
　し発表するのであるが，これは強制を伴わないとされる社会教育の学習団体にとって
　むつかしい事である。　「セミナー」には入りたいが発表をしなければならないので遠
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第4表　ながさき放送セミナー学習評価表
第 回 昭和5　年　　月　　日
1 性別1男 女
年到 20才台　　30才台　　40才台　　50才台　　60才上
職　　業 主婦専業　自家営業　家事手伝　サラリーマン　その他
2　今日のスクーリングについて
回剃 講義のテーマ 隣二陣六十解
i
3　　今日のスクーリングの意見および感想
4　　TV大学講座視聴学習について
回数1月日レ一列講師陣味陣側感 想
5 TV通信高校講座古典1乙　視聴学習について
回数1月日1テー二丁劇興味陣倒感 想
※評価の段階
　　（興味）　◎非常に興味があった
　　　　　　○わりに興味があった
　　　　　　△余り興味がなかった
　　　　　　×全然興味がなかった
（理解）　◎非常によくわかった
　　　　○わりによくわかった
　　　　△余りわからなかった
　　　　×全然わからなかった
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　慮している。　という人も何人がいることも知っているし，たしかに，人前で自分で
　まとめた内容を発表することは，　グループの雑談になれているからといっても，そ
　れとは全く違う能力と決断が要求されることであるろう。それでメンバーの中でも，
　出来れば，発表とか討論がなかったら「セミナー」はもっと楽しいのだがなあ，と
　言われる人々も出て来るのである。しかし，ひとたび勇を超して発表された人々の中
　では，自分もやれたという自信と満足感を味い，その後も積極的にグループと一体化
　しょうとする気分が働く様になるようである。ただそこまでメソパーを説得するのが
　大変である。
③　スクーリングにおける講義時間は大学と同じくこれに100分頃配当し，講師に充分
　講義を行って：貰うことにしている。受講態度は，学生と比較しても非常に良いようで
　．あるが，内容がむつかしくなると年配の人から順に「コックリ」が初まってくる。理
　解と受講態度がこれ程はっきり相関していることはめずらしい程である。
④討議は講義終了と同時に，委員長は直にグループ討議に移ることを宣言する。メソ
　バーは夫々6昂ずつでグループを作り，いわゆる・ミスメソッドによる討議に開始す
　る。勿論この方法は，グループダイナミックスにおける公開討議法の中で，力動特と
　して戦後わが国の社会教育実践の中で大いに取り入れられてきた方法である。一般に
　6×6メソヅド，つまり6人が6分間の討議とか，バスメソッド（蜂がブンブンいう
　音（バズ）をもじってブソブソ法）という名前で知られている。6×6メソッドとい
　っても，我々の場合20分位の時間をかけることにしている。つまり討議に10分間を費
　し，次の10分野各グループリーダーによる討議内容の発表を行う。しかし，これは次
　の質疑応答の時間に繰込んでもよいようである。
⑤質疑応答では，各グループでの話し合いの内容が全員に理解された時点で次に講師
　の講義に対する質問の時間を取る。ところが往々にして前の討議の時間に講師に対す
　る質問が話し合いの中心になることがある。　しかし質疑の時間はとってあるのだか
　ら，討議の時間はあくまで，自分達が講義をどう理解したかという感想に止めるべき
　であるという委員長の指導があっていなければならないだろう。
⑥以上の行事が終ると次に，学習評価表（第4表）が学習係によって配布される。こ
　れに10分の時間をかけて記入させることによって，各人の今回の学習会の評価を行わ
　しめるのである。記入に先立って学習係委員が立って，前回より今回までの間にテレ
　ビで放送された，視聴講座の回数と放送日を確認させ，その内容について，興味と理
　解の二方面について夫々4段障の評価を行わしめる。次に，今日のスクーリング講師
　の講義内容について，同じく，興味と理解の点から評価を行わせ，更に感想と意見を
　記述させるのである。この結果はその後期によって集計され，次の運営委員会におけ
　る，スクーリングの反省に対する重大な資料となるのである。更にその詳細は，次回
　の会報に記載され会員一同に（講師にも勿論）知らせることになっている。
⑦以上の行事が終ると委員長は，次の会合，その他について事務連絡を行い，
⑧最終に会場係の音頭によって，皆なで合唱し解散ということになるのである。
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W。今後に残る「ながさき放送セミナー・」の問題
　昭和48年忌発足して，今年で10年目を迎える。10年といっても，60名の会員の中で最初
からの会員は10名足らずではないかと思うが，それでもよくも皆結束して今日まできたも
のと思う。ここまで無事成長してきた原因は，先づ第一に，今日の社会はハイレベルの学
習内容に対する中年婦人層の要求が高まってきたことがあげられよう。第二に，「セミナ
ー」の学習目標方法が一貫したものを堅持してきたことである。即ち専門性の高い大学講
座を継続してきたということ，スクーリングの方法は，安易な方法に妥協せず，視聴当番
制，バズセッション等を堅持してきた点である。第三は言うまでもなく，委員長をはじめ
運営委員の人達が「セミナー」に尽した情熱であろう。特に委員長のメンバーに卒先した
勉強振り，グループリーダーとしてのこまやかな努力が多くの運営委員の強力な援助態勢
を作らしめていったのだと思う。ところで「セミナー」は10年を経過した。10年忌てぽ世
界の様相も国内事情も大きな変動をみせている。何が起るかわからない不安としょうぞう
が漂う今日の世状である。その中でも不変で通す「セミナー」も一つの見識であるとは思
うが，過去の学習の総括の上に新しいあゆみを創造していってもいい時でもある。社会教
育はタメにするものではなく，自分の人生を豊かにしていくといった人生の直接の目的に
つながっていくものであろうが，自分の人生を豊かにすることは，自分の幸福だけを願っ
て求められるものではなからう，特に今の世情はそうである。私達の学習や行為が人のた
めに役立っているという自覚こそが，豊かな自分の人生を築かせていくことになるのでは
なかろうか。「セミナー」も今，考える時に来ているといわなければならないだろう。
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